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第1平成22年度に必要と見込まれる血液製剤の種類及び豊  

平成22年度において必要と見込まれる血液製剤の種類及び量は、血液製   

剤の製造販売業者等（製造販売業者及び製造業者をいう。以下同じ。）にお   

ける供給見込量等を基に別表第1の．とおりとする。   

第2 平成22年度に国内において製造され、又は輸入されるべき血液製剤の  

種類及び量の目標  

第1及び血液製剤の製造販売業者等における血液製剤の製造又は輸入の見   

込量を踏まえ、平成22年度に国内において製造され、又は輸入されるべき   

血液製剤の種類及び量の目標は、別表第2のとおりとする。   

第3 平成22年度に確保されるべき原料血渠の量の目標  

第2を踏まえ、平成22年度に確保されるべき原料血梁の量の目標は、   
96万リットルとする。   

第4 平成22年度に原料血祭から製造されるべき血液製剤の種類及び圭の目  

標  

平成22年度に原料血祭から製造されるべき血液製剤の種類及び量の目標   

は、別表第3のとおりとする。   

第5 その他原料血焚の有効利用に関する重要事項   

1 原料血策の配分  

倫理性、国際的公平性等の観点に立脚し、国内で使用される血液製剤が、   

原則として国内で採取された血液を原料として製造され、海外の血液に依   

存しなくても済む体制を構築すべきである。このため、国内で採取された   

血液を有効に利用し、第4に掲げる種類及び量の血液製剤の製造等により、   

その血液が血液製剤として安定的に供給されるよう、採血事業者が原料血   

祭を血液製剤の製造販売業者等に配分する際の標準価格及び配分量を次の  

とおり規定する。   

平成22年度の血液製剤の安定供給に関する計画（需給計画）（案）  

〔  
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平成  年  月  
厚生労働省告示第  

本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律（以下「法」  

という。）第3粂に規定する基本理念に基づき、血液製剤（法第25条第1  

項に規定する血液製剤をいう。以下同じ。）の安定供給を確保することを目  

的とするものである。   

これにより、血液製剤の需要と供給等の動向を把握し、本計画に沿った製  

造、輸入等が行われることを確実なものとするとともに、供給等の実績をき  

め細かく把握し、適時、適切に対応できる体制を構築するものとする。   

なお、本計画において、次の各号に掲げる血液製剤は、それぞれ当該各号  

に定めるものとする。   

1アルブミン 加熱人血梁たん白、人血清アルブミン及び遺伝子組換え   

型人血清アルブミン   

2 組織接着剤 フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子及びフィプリノゲン配合剤   

3 血液凝固第Ⅷ因子 乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子及び遺伝子組換え型   

血液凝周第Ⅷ因子  

4 乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子 乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複合体（国内   

で製造されるものに限る。）、乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子及び遺伝子組   

換え型血液凝周第Ⅸ因子  

5 インヒビター製剤 乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複合体（輸入されるもの   

に限る。）、活性化プロトロンビン複合体、乾燥人血液凝固因子抗体迂回   

活性複合体及び遺伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ因子  

6 トロンビン トロンビン（人由来のものに限る。）  

7 人免疫グロブリン 人免疫グロブリン、乾燥イオン交換樹脂処理人免   

疫グロブリン、乾燥スルホ化人免疫グロスリン、PH4処理酸性人免疫グ   

ロブリン、乾燥pH4処理人免疫グロブリン、乾燥ペプシン処理人免疫グ   

ロブリン、ポリエチレングリコール処理人免疫グロブリン及び乾燥ポリ   

エチレングリコール処理人免疫グロブリン  

8 抗HB s人免疫グロブリン 抗HB s人免疫グロブリン、乾燥抗HB   
S人免疫グロブリン、ポリエチレングリコール処理抗HBs人免疫グロ   

ブリン及び乾燥ポリエチレングリコール処理抗HB s人免疫グロブリン  

9 抗破傷風人免疫グロブリン 抗破傷風人免疫グロブリン、乾燥抗破傷   

風人免疫グロブリン、ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロ   

ブリン及び乾燥ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロブリン  



別表第1平成22年度に必要と見込まれる血液製剤の種類及びt  

1 原料血柴の標準価格は、（l）から（5）までに掲げる原料血渡の種類ご   

とに、それぞれ（1）から（5）までに定めるとおりとする。  

（1）凝固因子製剤用   12，380円／L   

（2）その他の分画用   11，300円／L   

（3）PⅡ＋Ⅲペースト  47，640円／kg   

（4） pⅣ－1ペースト  14，330円／k g   
（5）pⅣ－4ペースト 15，000円／k g   

2 血液製剤の製造販売業者等に配分する原料血嬢の種類及び見込量   

は、それぞれ（1）から（3）までに定めるとおりとする。   

（1）財団法人化学及血清療法研究所  

血液製剤の種類   換算規格   需要見込量   

アルブミン   
25％50m11瓶   3．076JlOO   

乾燥人フィフリノゲン   
1gl瓶   3，700   

組織接着剤   
cn了   10，526，600   

血液凝固第Ⅷ因子   
1000単位1瓶   390，600   

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子   
1000単位1瓶   62．300   

インヒビター製剤   
延人数   17．800   

ヒト血焚由来乾燥血液凝固第ⅩⅢ因子   
1瓶   126．300   

トロンビン   
10000単位1瓶   18，800   

人免疫グロブリン   
2．5gl瓶   1，646，100   

抗H早S人免硬グロブリン   
1000単位1瓶   17．400   

乾燥抗D（Rho）人免疫グロブリン   
1000倍1瓶   9，500   

抗破傷風人免疫グロブリン   
250単位1瓶   83．400   

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ   
500単位・1瓶   429．200   

乾燥濃縮人活性化プロテインC   
2500単位1瓶   300   

人ハブトグロビン   
2000単位1瓶   40，000   

乾燥濃縮人Cトインアクチヘ■－ター   
1瓶   2，100  

イ 凝固因子製剤用  

ロ その他の分画用  

（2）日本製薬株式会社  

イ その他の分画用  

ロ PⅡ＋Ⅲペースト  

（3）株式会社べネシス  

イ その他の分画用  

ロ PIV－1ペースト  

ハ PⅣ－4ペースト  

20万L  

3万L  

16．2万L  

8万L相当  

26万L  

20万L相当   

5．5万L相当  

（注）  

1 「凝固因子製剤用」とは、採血後6時間又は8時間以内に凍結  

させた原料血祭であって、血液凝固第Ⅷ因子を含むすべての血柴  

分画製剤を作ることができるものをいう。  

2 「その他の分画用」とは、採血後6時間又は8時間以上経過し  

た後l羊凍結させた原料血祭又は凝固因子製剤用から血液凝固第Ⅷ  

因子を取り出して生じるもの（脱クリオ分画用プラズマ）であっ  

て、血液凝固第Ⅷ因子以外の血紫分画製郡を作ることができるも  

のをいう。   

2 血液製剤の安定供給の確保のために望ましい在庫について  

平成13年3月に、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅷ因子の出荷一時停止等   

ゐ問題が生じたことを踏まえ、このような緊急事態に対応できるよう製造   

販売業者等は一定量の在庫を保有することが望ましい。  



別表第3  

平成22年度に原料血焚から製造されるぺき血液製剤の種類及び量  

別表第2 平成22年度に製造・輸入されるべき血液製剤の種類及び量  

製造・輸入邑輝霊  
血液製剤の檀類   換算規格  

圏内血糊ヰ血姪由来   遺伝三組逸 え  雷十   
アルフミン   

25％50m】1瓶  1．801，200  1，244．500   0  3，045．700   
乾燥人フィフリノゲン   

1gl瓶   3．900   0  3，900   
組織接着剤   

cn†   4，923．000 6，407．500     11，330．500   
血液凝固第Ⅷ国子   

1000単位1瓶  115，700   0  302．500  418，200   
乾燥濃褐人血液凝鹿第Ⅸ固  
子   1000単位1瓶  52．700  0   29，100  81．800   
インヒビター製剤   

証人数  0   
ヒト血叛由来乾燥血液凝固第  
ⅩⅢ因子   1瓶   。12。，。。。 ⊥  129，000   
トロンビン   

10000単位1瓶  ■ ●●●  ●  29，00Q   
人免疫グロブリン   

2．5gl瓶  1，596．400  127．7。。 ＿  1．724，100   
抗HBs人免疫グロブリン   

1000単位1瓶   500  18．900  19．400   
乾頗抗D（Rh亡〉）人免疫グロフ  

リン   1000借1瓶   。－。，2。。  10，200   
抗破憮属人免深グロブリン   

250単位1瓶   0  65．200  65．200   
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ   

50（）単位1瓶  一  ；●●  ●  455．800   
乾燥濃縮人活性化フロティン  
C   2500単位1瓶   。 。  0   

人ハブトグロビン   
2000単位1瓶  40，100   O - 40，1DO   

乾燥濃縮人Cトインアクチヘ●一夕ー   

1瓶   0  3朗 ＿  3．000   

21年虎兼  

在庫王（見込）   

881，900  3，927、60（】   

†．700  5．600   

3，007．300  14．337，800   

155．300  573．500   

21．100  102．900   

5，900  25，800   

3†．700  160．700   

柑．000  48，00t）   

479．700  2．203．800   

10，400  29，800   

5，500  15，了00   

50，700  115．900   

110．40t）  568，200   

500   500   

14．800  54，900   

＝00  4．100  

血液製剤の種類   換算規格   製造目棟主   

アルブミン   
25％50rn11瓶   1，801，2〔   

乾燥人フィブリノゲン   
1gl瓶   3β（   

組織接着剤   
cn了   4，923，OC   

血液凝固第Ⅷ因子   
1000単位一瓶   1ほ．78   

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子   
1000単位1瓶   52，70   

インヒビター製剤   
延人数  

ヒト血祭由来乾燥血液凝固第ⅩⅢ国子   
1瓶  

トロンビン   
10000単位1瓶   29．00   

人免疫グロブリン   
2，5gl瓶   1，598，40l   

抗HBs人免疫グロブリン   
1000単位1瓶   50t   

乾燥抗D（Rho）人免疫グロブリン   
1000倍1瓶   

抗破傷風人免疫グロブリン   
250単位1瓶   

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ   
500単位1瓶   455，80（   

乾燥濃縮人活性化プロテインC   
2500単位1瓶   

人ハブトゲロビン   
2000単位l瓶   40，10（   

乾燥濃縮人Cトインアウチヘーーづ卜   

1廃   

（注）  

「21年度末在庫量（見込）」及び「供給可能呈」の表は、参考である。  



賢   

（参 考）  

血柴分画製剤の分類内訳表  

平成22年度に配分される原料血祭の標準価格の考え方  
種  類   内  訳   

アルブミン   加熱人血焚たん白  

人血蒲アルブミン  

遺伝子租換え聖人血清アルブミン   

乾燥人フィブリノゲン   乾燥人フげリノケ■ン   

組織接着剤   フげリノケン加算X瓜田子  

フィブリノケ●ン配合剤   

血液凝固第Ⅷ蜃子（遺伝子組換え型含む）  乾放漫緒人血液凝固儒Ⅷ園子  

遺伝子租換え型血液凝固第Ⅶ因子   

乾燥濃格人血液凝固第Ⅸ園子（複合体及び遺 信子組換え型含む）  乾燥人血液凝固第Ⅸ因子横合体（国内製剤）  

乾燥濃緒人血液凝固第Ⅸ団子  

遺伝子組換え型血液凝固第Ⅸ因子   

インヒビター製剤   乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複合体（輸入製剤）  

活性化ブロトロンビン複合体  

乾燥人血液凝固因子抗体迂回活性社全体  

遺伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ園子   

ヒト血祭由来乾燥血液凝固革ⅩⅢ因子  ヒト血渠由来乾燥血液凝固第XⅢ因子   

トロンビン（人由来）   トロンビンく人由来）   

人免疫グロブリン   人免疫グロブリン  

乾燥イオン交換樹脂処理人免疫ゲけリン  

乾燥スルホ化人免疫グロブル  

pH4処理酸性人免疫ゲ叩◆リン  

乾燥pH4処理人魚疲グロブリン  

乾燥へ●デシン処理人免疫クーロブリン  

ホーリエチレングリコール処理人免疫グロブリン  

緻阻机エチレングリコール処理人免疫グロブリン   

抗HBs人免疫グロブリン   抗HBs人免疫グロブリン  

乾燥抗HBs人免疫ク■げリン  

ホ●リエチレンク■リコール処理抗日8s人免疫ク1ブ■ル  

乾燥ホ●リエチレンケリコール処理杭HB盲人免疫ウbプリン   

乾坤抗D（Rho）人免疫グロブリン   乾燥抗D（Rho）人免疫グロブリン   

抗破傷風人免疫グロブリン   抗破傷風人免疫グロ7■リン  

乾燥抗破傷風人免疫ゲけリン  

ホ●リエチレンクリコール処理抗破傷風人免疫ク●ロブリン  

乾燥机エチレンケリコール処理抗破傷風人免疫り七7◆リン   

乾燥曙橋人アンチトロンビンⅢ   乾燥漢柏人アンチトロンビンⅢ   

乾燥濃縮人活性化プロテインC   乾燥濃拍人活性化プロテイン0   

人ハブトゲロビン   人ハブげロヒ●ン   

乾燥濃縮人Cトインアクチヘ■－ター   た燥濃縮人Cトインアクチヘ●一夕ー   

＜基本的考え方＞・   

日本赤十字社では輸血用血液の確保と原料血簗の確保が並行して行われているが、   
人員をはじめ施設、装置等は兼用されている。このため、これらを明確に切り分ける   
ことは困難であるが、採血関連業務の中で、原料血紫の確保のために必要と考えられ   
る部分について費用を積算しご原軸血焚の価格を計算する。【原価計算方式】   

○血焚成分採血は、必要経費を積差。但し、献血全般に共通する事項や他の献血者  
にも同様に広く行われるサービスに係る経費を除く。   

○全血採血及び血小板成分採血は、主として、赤血球製剤及び血小板製剤を製造す  

るために行われることから、療麟算。   但し、赤血球製剤の白血球除去の導入に伴い原料血祭の製造に生じた費用は含む  
もの。  

1 凝固因子製剤用  

（1）原料血焚の配分量  
配分量は、確保目標量と同量の  （A）とする。  96万リットル   

（2）価格の算定方法  
原料血簗96万リットルの確保から供給までに必要な経費を積み上げ、この  必要蜘（B）  

とする。   

（3）算定の根拠  
日本赤十字社が提出したデータを使用することとし、材料女等（材料費、人件  

費、経費、輸送保管費等） 
度及び20年度の平均を使用する。   

く4）採血方法別の原料血祭の配分i   

した平成22年度の事業計画（案）と．した。  

計算式： B＝∑（Cn xDn）／Axl．05  
（nは採血方法を示す。）   

2 その他の分画用  

血液凝固第Ⅷ因子製剤が製造できない点を考慮して、凝固因子製剤用から所要頼を割   
り引くものとするため、前年度標準価格に凝固因子製剤用原料血焚の価格改定率を乗じ新   
価葡とする。（10円未満切り上げ）   

3 中間原料  
前年度標準価格に凝固因子製剤用原料血衆の価格改定率を乗じ新価格とする。（10   

円未満切り上げ）  

く注）安全な血液製剤の安定供給篭の確保に関する法律施行規則に掲げる需給計層の対象となる血液製剤をその適応に  
より分類した。  

8  



積算する費用（凝固因子製剤用）  
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経 費   採  血  種  別  

全血（200及び400）  血小板成分   血  紫  成  分   

材料費   一部  全額  
（シンク●ルハーック代相当、製品表示ラヘ●ル代）   （採血キット、薬品費、  

止血・消毒用消耗品  
検査用試薬、製品表示ラヘ◆ル等）   

人件費   原料血焚の凍結・一時保管費（製剤職員黄）  

医師（検診）看護師（検診・採血  

検査職員（生化学等検査）  

事務職員（受付・応対）   

経 費   ＜製造＞機器等保守料・減価償却費及び光熱水料（凍結・保管費）  

白血球除去の導入に  登録者依頼経費、処遇費（吉己念晶）  
伴い生じた経費（減  ＜採血＞：装置借料、減価償却、  

価償却費、リース料  保守  
等）  ＜検査＞：検体送料、光熱水料  

機器保守、減価償却   

管理供給・  
調査研究費   
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材料費  
全血採血及び血小板成分採血については、原料血柴として分離後の凍結・一時保管に   

関するもの等を積算する。血祭成分採血は全額を積算。   

人件費  
全ての採血種別で原料血焚の凍結に要する費用を積算する。  
血焚成分採血では献血者に対応する医師、看護師及び事務職員の人件費並びに血液   

検査の実施に係る人件費も積算する。   

経費  
全血採血及び血小板成分採血については、原料血焚として分離後の凍結・一時保管に   

関するものを積算する。血奨成分採血では、成分献血登録者に対する献血依頼経費、献血   
者に対する処遇費、採血、検査、製造（凍結）に関する経費も含めて積算する。   

全血採血において、白血球除去の導入に伴い、原料血渠の製造に生じた経費（減価   

償却費、リース料等）も積算する。   

搬送・貯留保管費  
管理供給・調査研究費のうち、原料血渠の搬送・貯留保管に要する経費を積算する。  
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3．凝固因子製剤用以外の原料血策標準価格  

積算内訳   

その他の分画製剤用  
現行価格  凝固因子製剤用血簗の価格変動割合  

11，900 円／リットル × 12β80 円  11．298  円／リットル → 11，300 円  

13，040 円   

Ⅱ＋Ⅲ  

凝固因子製剤用血費の価格変動割合  
× 12，380 円  ＝ 47．640  円／kg  → 47，640 円  

13．040 円  

凝固因子製剤用血簗の価格変動割合  
× 1見聞0 円  ＝14，326 円／kg → 14，㍊0 円  

13．040 円  

凝固因子製剤用血策の価格変動割合  

現行価格   
50，180 円／kg  

現行価格  
15，090 円／kg  

現行価格   
15．790 円／kg  

Ⅳ－1  

Ⅳ－4  

＝ 14．991 円／kg  → 15．000 円  × 」迎 
13，040′円  

日本赤十字社血液事業本蘭   

日本赤＋字社は、平成22年度の献血の推進に関する計画における目標量に則り、全血採血で約139万1」ット  

ル、成分採血で約63万リットル、合計で約202万リットルの血液確保計画を作成し、当該年度に必要な96万  

リットルの原料血凍を確保することとしております。  

献血の推進に関する計画（案）  

採血方法   全血献血   
成分献血  

血小板   
合計  

血菜   小計   

血液量（L）   1，392，212   326，686   304，027   630，713  2．022，925   

一日本赤十字社の事業計画について－   

全国の輸血用血液製剤の需要動向を踏まえて、採血方法別の必要血液量を算出します。   
当該年度の原料血渠確保目標量（96万し）については、輸血用血液として使用しない血建と血嬢成  

■
－
■
■
t
－
－
－
●
－
一
」
 
 

童分献血で確保する計画としております。  
l  

し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿－＿＿＿●＿＿＿＿＿＿－＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿   

採血方法  
全血献血  成分献血  

小計   血小板  血柴   小計   
合 計  

200mL   400mL  

血液量（し）  77，620  1，314，592   1，392，212   326  ．686   304．027   630，713  2，022，925  

輸血用血液量   36，514   652，552   689．066   158  ．226   77，302   235．528   924，594  

原料血弊確保t   35．3d2   537，441   57乙743   164  904   222，353   38丁，25丁   960．000  

検査落・減損等   5，804   124，599   130．403   ，556   4，372   7，928   138，331  

†‾．「1罰   



平成22年度需要見込関連表  
A  B  C  D＝8＋C  E  F＝D－E  G  

H21年度  H21年度末  H22年度製造  H22年度   H22年度末  在庫量（ケ  

種 類   
H22年度需要  月分）  

換算規格                   供給見込  在庫見込  輸入見込量  供給可能量  見込量   在庫見込量   

アルブミン   

25％50m11瓶  3．111．200   881．900  3．045，700  3，927，600  3．076，100   851．500   3．3   
乾燥人フィプリノゲン   

1gl瓶   3，700   l，700   3，900   5，600   3，700   1．900   6．2   
組織接着剤   

Cn了   10，822．800  3，007，300  11，330，500  14．337，800  10．526，600  3．811，200   4．3   
血液凝固第Ⅷ因子（遺伝子組換え型  
含む）   1000単位1瓶   360．300   155，300   418，200   573．500   390，600   182．900   5．6   
乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子（複合  

体含）   1∝旧単位1瓶   41，300   21，100   81，800   102，900   6乙300   40，600   7．8   
インヒビター製剤   

延人数   16，400   5，900   4．100   10．000   8，000   2，000   3．0   
ヒト血策由来乾燥血液凝固第ⅩⅢ因  
子   l瓶   111．800   3l，700   129．000   160，700   126，300   34，400   3．3   
トロンビン（人由来）   

10000単位1瓶   23，300   19．000   29，000   48．000   柑，800   29，200  18．6   

人免疫グロブリン   

2．5gl瓶   l，572，800   479，700  1，724，100  2．203．800  1，646，100   55了．700   4．1   
抗HBs人免疫グロブリン   

1000単位1瓶   19．000   10，400   19，400   29，800   17，400   12，400   8．6   
乾燥抗D（Rho）人免疫グロブリン   

1000倍1瓶   9，500   5．500   10．200   15，700   9．500   6，200   7．8   
抗破傷風人免疫グロブリン   

250単位l瓶   71，000   50，700   65，200   115，900   83，400   32，500   4．7   
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ   

500単位1瓶   428．000   110，400   455，800   566．200   42乳200   137．000   3．8   
乾燥濃縮人活性化プロテインC   

2500単位1瓶   200   500   0   500   300   200   8．0   
人ハブトゲロビン   

2000単位1癒   38，000   14．800   40，100   54，900   40，000   14，900   4．5   
乾燥濃縮人Cトインアクチヘ◆－ター   

1瓶   700   1，100   3，000   4，100   2－100   2，000  1l．4   

一
－
 
 
 

血渠分画製剤の自給率の推移   

（暦年：供給量ベース）  

注1：遺伝子組換え製剤含む  

一｛｝‾免疫グロブリン製剤  注2：遺伝子組換え製剤含まず  

‾七「血液凝固第Ⅷ因子製剤（遺伝子組  
換え製剤を含む）  

伝子   換え第Ⅷ因子  

製剤の製造・供給開始  

‾く－■血液凝固第Ⅷ因子製剤（遺伝子組  
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主な血祭分画製剤の自給率の推移（年度・供給量ベース）  

100％  

」▲  

80％－ 60％ 40％  

20％  

0％  

13年度  14年度  15年度  16年度  17年度  柑年度  19年度  20年度  21年度 （見込）  22年度 （見込）   

－●一乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ   67．0％  74．5％  84．5％  88．0％  94．9†i  96，3％  9－．4％  98！1％  100．0％  100．0％   

1コ一人免疫グロフ●リン   82．1％  甲・8％  86．9，i  87．5％  88．6％  91．2％  95．9％  95．9％  93．3％  9al％   

－－一食一組織接着剤   ．2％  41，1％  41．5％  40．7％  45．3％  49．8％  48．3％  47．9％  46．0％  42．6％   

」←血液凝固第Ⅷ因子（遺伝子組換え製剤を     含む）  56．了％  50．2†i  44．1％  39．9％  ■39．3％  35．6％  30．5％  29．6％  2了．2％  24．0％  

◆アルブミン（遺伝子組換え製剤を含まない）  

－◇－抗HBs人免疫グロフ’リン   2．8％   

自給率10仇のもの  

乾燥人フィブリノケ■ン、血液凝固第Ⅶ個子（血液由来に限る）、乾燥濃縮人血兼題屈第Ⅸ因子（複合体含む、血液由来に限る）、トロンビン、乾燥濃縮人活性化フ■日子インC、人ハブトゲロビン  

自給率0％のもの  

インヒビ5ト製剤、乾燥濃縮血液凝固第XⅢ因子、乾燥抗D（Rho）人免疫ク1ブ■ル、抗破傷属人免疫ク厄フ‘ル、乾燥濃庵人CI－インアクチヘ●－ト  

原料血祭確保実績（平成19年4月～平成21年12月）  

100ご000  

90，000  

80，000  

70，000  

60，000  

50，000  
4月  5月  6月  7月   8月  9月 10月 11月 12月 1月  2月  3月  

¶‾ 照’   



米国における原料血虎価格はThaPlas爪aFl∃CtionsMa血etsh鵬8Unitt∋dStates2006より  
（Tht！Ma止etirlgResea和hBur℃aulnc）  
為替レートは平成18年度まではIMFWoJdEcon‘）micOutt00kの指標を、平成柑年度以降は平均為替レートを使用。  

アルブミン製剤の供給量（遺伝子組換え型含む）と自給率  

100．0％  

90．0％  

80．0ヽ  

70．0％  

60．0％  

50．0％  

40．0％  

30．0，i  

20．0％  

10．0＼  

0．0，8  

田遺伝子組換え  

⊂＝コ輸入血祭由来  

⊂＝コ国内血渠由来  

‾せ‾自給率（遺伝子組  

換え製剤を含まな   

♂♂♂♂♂♂♂ヂ㌔㌔  



＼．r   

免疫グロブリン製剤の供給量と自給率  

【亘］  

4，500  

4．000  

3．500  

3．000  

2，500  

2．000  

1．500  

1．000  

500  

0  

♂♂♂♂♂♂♂♂        ㌔㌔  

血液凝固篇Ⅷ因子製剤の供給量（遺伝子組換え型含む）  

と国内血渠由来製剤の割合  
［垂司  

45，000  

40．000  

35．000  

30，000  

25，000  

20．000  

15．000  

10，000  

5．000  

0  

【：：：：コ遺伝子組換え  

⊂：：：コ国内血賛由来  

‾血■■■■比率   

♂♂♂♂♂♂♂  



需給計画の状況（平成20年度～平成22年度）   

（平成20年度需給計画）  

製剤名  換算規格   書十画  
供紹  

実績  
製造・輸入  製造・椰入  

国内血淀由来   
供給  

国内血韓由来   国内自給率  血由来  国内血策由来  国内自給率  
25％50m11瓶   3．281．6（】0  1．989，†00  3．396．900  乙085．gOO   81．4l  2．802．303  1．599．174  Z．931．25之  1．784．753   80．5Ii  

ノ／ケン   1gl瓶   2．400  2．400   3．300  3．300  100，0％   1，745   1．745   3，448   3，448  100．0％   

組織撞着刑  cポ  11．013．400   5．柑5．000  】0．772，400  5，205．000  48、31  ‖．376．258  ・ ●  10．¢18．690  5．088，505   47．9％   

血液凝固第Ⅷ因子 ※  1000単位1瓶   320．100  1】0．500  334．700  105，400   31．5％  339．659  112．879  338．290  g7．855   29．8％   

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子  1000上位1瓶   3臥400  38、400  38．300  38．300  100．01i  3乙749  32，749  41．482  41，482  100．01i   

インヒビター製剤 ※  証人数   18．700   0  16．300   0   0．0％  21．454   0  ■   ●   0   0．0≠   

ヒト血焚由来乾燥血液凝固第Ⅹ皿園子   1鴨   130．200   0  115．500   0   0．0％  108．817   0  110．gll   0   00＼   

トロンピン  100DO単位1瓶   28．900  20．900  Z5．8叫  25．800   100．0！i  2．478    2．4丁8    23．312    23，312  100．0％   

人免疫グロブリン  2－5g】瓶   丁．629．600  】．545，000  】．5】1，800j 】．42且900  94．5％  1，441．856  13丁乙516  1．396．395   1．338．889   95．9ヽ   

抗HBs人免疫グロブリン  1000ヰ位1瓶   32，300   700  27．100   500   1．8％  12．507   574  17．4g3   4之7   2．4≠   

乾燥抗D（Rh（】）人免疫グロブリン  1000倍1瓶   10．300   0   9．200   0   0．0％  14．934   0   9．426   0   0－01（   

抗破磯風人免疫グロブリン  250卓也1瓶   78．700   0  77．300   0   0．0％  48．69之   0  69．672   0   0．0†i   

乾性濃璃人アンチト〇ンビンⅡ  500単位1瓶   ■…・－       ■… ■…   42亀．之00  ・    －  ・●   1  430．726  r   430．72も  r   417．219  1  40g．3〇7   閑．呵   

托燥濃縮人活性化プロテインC  2SO（）塵仕丁瓶   0   0   200   200  100．0％   〇95   395   538   538  】00．0％   

人ハブトゲロビン  2000単位1井貫   47．000   ‘7．000  42．000  42．000  100．0％  3†．¢34  3†β錮  郎．842  一丁．842  代将．0％   

乾燥濃縮人Cトインアクチヘーート  1瓶  【  400  0   500   0   0．0％   738   0   684   0   0．0！l  

（平成20年庄原料血焚確保目標量：100万L）醜保実欄：102．3万L  

（平成20年度原料血姥配分呈）  

会社名   l十囲  業績   
（財）化学及血清療法研究所  凝固因子製剤用l23．0万し   23．0万」   の   

そ他の分掬用  6．0万L  18．2万」   

日本製薬（株）   その他の分圃用  20，0万」  20．0万」  
中間席料PⅡ＋Ⅲ  6．0万L相当  6．2万し相当   

凝固田子製剤用  0．4万し   1．1万」  

（株）ベネシス  その他の分画用  28．8万」  28．8万L  

中間原綱PⅣ－Ⅰ  17．0万し相当  17．2万L相当   

※∵遺伝子組換え製剤を含む。   

（平成21年度需給計画）  

製剤名  換算規格   計画  実績（平成21年4月一12月）  
製造t輸入  供給  製造・間人  

計  園内血焚由来  皿内血策由来  巫内自給率  「画面面語吾莱 迦内血炸由来l週内自給率  
25％50m】1瓶   乙923．800  1．784900  3．078．500  1．818．800   59－1％l2．372，199   1．347．312  2．335．257  †．353，381 58．0％  

ノノゲン   1g】瓶   3、600  3．600   3，700   3．700  100．0％  3，061   3．061   3．863  3．863  100．0！（   

相織接着剤  crイ   11．32（～．400  4，9之3．000  10．722．800  4．875．000  45，5％  7，84：）．854  3．708．410  こ ● ；■・  3．418．385   42．5†i   

血液凝厨第Ⅷ国子 求  】000■位用瓦   3き1，30C〉  94．300    358．8∝l   94，900   26－5Ii  … ■ ●  55，608  293．629  72．788   24．8，i   

乾燥濃縮人血液凝閻第Ⅸ因子  10001位1瓶   43，600  43．800  42．400  42，400  100．0†i  41．318  4†．318  37．608  37．608  1〔100ヽ   

インヒビター製剤 ※  証人数   13．600   0  16．400   0   0．0％  9，542   0  12．464   0   0．Ol   

ヒト血焚由来乾燥血液凝固第ⅩⅢ国子   l瓶   g3．00D   0  11】．80（）   0．0！i  108，025   
トロンビン  10000■位1瓶   18．000  18，000  23．TOO  23．100  100．0％  27．035  ’Z7．035  15，519  15．519  100．OIi   

人免疫グロブリン  2．511瓶   1．439，500  1．339．700  1．546，600  1．456，3∝l  94．2％  ■－こ ● l  ●  1．120．456  1．085．7†8   

抗HBs人免疫グロブリン  †000■位一瓶   28，200   500    柑100  百00   3．†1  †3，Z一言  525   †d．朝‖  

乾燥抗D（Rh（））人免疫グロブリン  川00倍1瓶   9．800   0   9．500   0   0，叫  錮17 O 7．579  0   0．0！i   

抗破傷風人免疫グロブリン  250井蛙1瓶   73．300   0  7D．600  0   0．0，も   56．062  0  49．450   0   0．Ol   

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  500躍位1瓶   416．300  418，300  440，000  440．000  †00．Ol  279．89之  279．892  325，098   325．098  100．01i   

乾燥濃縮人活性化プロテインC  2500上位用瓦   400   400   400   400  100．0！（   33   33   172   172  100．0％   

人ハブトゲロビン  2000鼠位1瓶   37．400  3丁．400  38，000  38．000  100．0，（  38．174  36、174  33．2g4  33．294  100．01   

乾燥濃縮人Cトインア舛へ■－ト  ・ご   400 o  700   0  ロー0％  1．285 O 83T  O  O－0ち  

（平成21年庄原料血撲確保日梯t：100万L）確保実ヰ：53万L（4月－9月）  

（平成21年度原料血妓E分量）  

会社名   書十圃   

（肘）化学及血清療法研究所  凝固因子製剤用  23．0万」   その他の分阿用  4．0万L   

日本製凛照射  その他の分野用  1g，0万L  
中間原料P℡＋Ⅱ  8．b万し相当   

凝固因子製剤用  0．7万」  
（抹）べネシス  その他の分価順  24．5万L  

中間原料PⅣ－Ⅰ  20，0万L相当   

※∵遺伝子他線え製剤を含む，   

（平成22年度需給計画）  

製剤名  計画  
製造・情人  

圏内血妓由来   皿内血毘由来 国内白 率   
アルブミン ※   25％50rロー1瓶   3．045，700  1．801．200  3，076，†00  1．866．000  80．7％   

乾燥人フィフリノゲン   1El瓶   3，900  3．900   3．700   3．700  100．0％   

組織穣着剤   c肩   11，330．500  4．923．000  10．528．600  4．485．000   42．6！i   

血濱凝匝第Ⅷ因子 ※   1000■位1瓶   41a，200  T15．700  390，600  93．800  24．0！（   

乾燥渡橋人血液凝薗翳Ⅸ園子※  †000単位1瓶  81．800   5Z．700   62．300      46、丁（】0   75，0％   

インヒビター製剤 ※   延人数   19．900   0  †7．800   0   0．0％   

ヒト血策由来乾燥血濱凝固第Ⅹ】Ⅱ因子  1瓶   129．000   0  】26．300   0   0．0†i   

トロンビン   川0（）0単位1瓶   之9．000  2g．000  18．800  18．800  100．D≠   

人免疫グロブリン   2．5gl瓶   1．724．100  1．598．400  1，648．100  1．531．800   93．1l   

抗HBs人免疫グロブリン   †000■位1梱   19．400   500  17．400   SOO   乙9％   

乾燥続D（Rho）人免疫グロブリン   1000惜l瓶   10，200   ○   g，500   0   0，0，i   

続破傷風人免疫グロブリン   250上位1瓶   65．之00   0  83．400   0   0－01   

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅡ   500■也†瓶   455．800  455．800  4Z9．200  429．20d  100．01   

乾燥濃縮人意性化プロテインC   Z50d斗位1瓶   0   0   300   300  1000＼   

人ハブトゲロビン   20001位1瓶   40．†00   40．】00  40．000  40，000  100．0％   

乾燥濃締人Gトル7クチヘ、－ト   l瓶   3．∝旧   0  2．！小：1  0  8．0％   

※：遺伝子絶換え製剤を含む．  

（平成22年庄原料血菜種保目標量：96万L）  

（平成22年度原料血紫電分量・案）  

会社名   書十画   

（財）化学及血清療法研究所  凝固因子製剤用  20．0万L   その他の分画用  3．0万L   

日本製薬（株）   その他の分厚用   16．2万」  
中間原料PⅡ＋Ⅱ  8．0万し相当   

その他の分凪用  之6．0万L  
（抹）ベネシス  中間原料PⅣ－1  之0．0万し  

中間原料PⅣ－4  5．5万し相当  




